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思春期のダウン症きょうだい児の親の養育態度
一同胞関係および生活充実感との関連一
嶋村泰代')・岩元澄子2）
原著
要約
本研究では，思春期のダウン症きょうだい児の親の養育態度，同胞関係および生活充実感について，
その関連を検討することを目的とした。
ダウン症児者を同胞にもつ中学生・高校生のきょうだい児（ダウン症きょうだい児）とその保護者
54組と，比較群として健常児者を同胞にもつ中学生。高校生のきょうだい児（健常きょうだい児）と
その保護者104組を対象に，CR-PBI（ChildReported-ParentalBehaviorlnventory)，ＰＲ－ＰＢＩ
(ParentReported-PBI)，ＳＲＱ（SiblingRelationshiPQuestioImaire)，生活充実感尺度を用いた
質問紙調査を行った。
x2検定によって，以下の結果が得られた。ダウン症きょうだい児は，養育態度については，親か
らの「心理的統制（感情や考えの統制)」が低く，親子で養育態度のタイプが一致する割合が有意に
多かった。同胞関係は，「調和（あたたかい関係)」が高い割合が有意に多く，「親の偏向（どちらが
親に大事にされているかという競争関係)」が高く，「被支配（勢力的に劣性であるという関係)」が
低い割合が多い傾向があった。「生活充実感」は，高い割合が多い傾向があった。また，ダウン症きょ
うだい児が健常きょうだい児よりも割合の多かった養育態度の同胞関係との関連をｘ２検定で調べた
結果，ダウン症きょうだい児は，親からの「心理的統制」が低い児において，「親の偏向」が高く，
｢被支配」が低い割合が有意に多かった。親子で養育態度のタイプが一致する児において，「親の偏向」
が高い割合が有意に多かった。養育態度と生活充実感との関連を％2検定で調べた結果，ダウン症きょ
うだい児は親からの「心理的統制が」低い児，親子で養育態度のタイプが一致する児において，どち
らも「生活充実感」が高い割合が有意に多かった。さらに，ダウン症きょうだい児が健常きょうだい
児よりも割合が多かった養育態度と関連がみられた同胞関係について，「生活充実感」との関連を
Fisherの正確確率検定で調べた結果，有意差はみられなかった。
これらのことから，思春期のダウン症きょうだい児は，親の養育態度，同胞関係および生活充実感
に関して，健常同士のきょうだいと比較して特に支援を要する特異的な特徴はないことが示唆された。
また，養育態度は同胞関係，生活充実感それぞれに直接関連することが示唆された。
キーワード：ダウン症，きょうだい，養育態度，きょうだい関係，生活充実感
問題と目的
下，ダウン症）ダウン症候群（以下，ダウン症）は出生率が800人
に１人と言われている（Sadler，2010)。細胞分裂時
の染色体異常が原因であるため（玉井，2007)，どの
家族にも誕生する可能性がある。
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ダウン症児者の特徴は外見的なことにとどまらない。
身体的疾患や知的障害の併存，頑固・気持ちの切り替
えの難しさを有することが多い。したがって，家族は，
病気の心配をし，知的な能力やパーソナリティに関連
する行動の対処に苦労することも少なくないと思われ
る。なかでも兄弟姉妹（以下，ダウン症きょうだい児）
－１９－
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Iま，統合教育の推進によってダウン症児と健常児の共
学や交流の機会が増加したことから（玉井，2007)，
ダウン症児について心配したり苦労する場面が，家庭
内だけでなく学校あるいは地域生活にまで及んでいる
可能性がある。
障害児者のきょうだい児について，中学・高校生に
なると，きょうだい児同士の集まりの必要性を感じ始
めるという指摘がある（藤井，2007)。このことから
も，この年齢に達したきょうだい児は，障害のあるきょ
うだいをもつことによる影響をなんらか感じているこ
とが推察される。同様のことがダウン症きょうだい児
についても言えるとすると，思春期のダウン症きょう
だい児への心理学的支援に関して検討が必要となる。
支援に際しては，まず，対象の個人要因環境要因等
の理解を深めなければならないが，ダウン症きょうだ
い児についてはそれらに関する知見が少ない。
藤井（2010）では，ダウン症きょうだい児は，「同
年齢の子どもと比較して我慢させられることが多い」
といった質問に高得点の回答をしていることが示され
ている。またSkotko（2011）では，１２歳以上のダウ
ン症きょうだい児の12％が親にかまってもらえないと
思っていることが示されている。しかし，このような
実態が，ダウン症きょうだい児に特異的なことである
かどうかは不明であり，ダウン症きょうだい児の親の
養育態度についての実証研究は，ほとんど進んでいな
い。また，このような子どもたちの実態は，仮に少数
のことであってとしても看過できないことである。子
どもの心理学的支援において親に介入することも少な
くないことを踏まえれば，ダウン症きょうだい児の親
の養育態度についての知見は重要である。ところで，
親の養育態度についての研究は，そのほとんどで養育
を受ける子どもが対象となっており，子どもが感じる
親の養育態度，つまり親からの被養育態度を検討して
いる。しかし，親の養育態度は子どもの反応と相互作
用して，子どもに影響を及ぼしていくものであり，
Stice（1995）も，親子双方の認識を考慮する必要が
あることを指摘している。したがって，ダウン症きょ
うだい児についても，子どもおよび親，そしてその双
方から捉えられた養育態度についての知見が必要であ
ろう。
ダウン症きょうだい児からみたダウン症児者との同
胞関係については，実証研究が散見される。Kaminsky
(2001）は，ダウン症きょうだい児と健常きょうだい
児を比較して，ＳＲＱ（SiblingRelationshipQues‐
tiomlaire）の「Warmth」が有意に強く，「Conflict」
が有意に弱く，「RelativeStatus」と「Rivalry」は
有意差がないことを示したうえで，「ダウン症きょう
だい児はダウン症児者との関係をきわめてポジティブ
と感じている傾向がある」と述べている。一方，
Graff（2012）の実態調査では，１２～18歳のダウン症
きょうだい児の82％がダウン症児者にいらいらしたり，
怒りを感じたり，世話が大変だったといったネガティ
ブな経験をもつことが示されている。障害児者のきょ
うだい児について，障害児者と興味や感情を共有でき
なかったり，予測できない反応が返ってくるために，
正常な同胞関係を構築できないことがストレスになる
といった指摘もある（浅井，2004)。したがって，ダ
ウン症きょうだい児にとっての同胞関係については，
さらに知見を集積する必要がある。
養育態度と同胞関係との関連について，障害をもつ
きょうだいとの関わりに関する悩みに親の養育態度が
関係していると思っているきょうだい児が多いことや
(水内，2013)，健常児では，養育態度である親のサ
ポートとＳＲＱの「Warmth」が正の相関，「Conflict」
が負の相関を示すこと（Derkmann，2011）などが報
告されているが，ダウン症きょうだい児についての知
見は見当たらない。また，自分の幸せという生活充実
感に関する悩みに養育態度が関係していると思ってい
る障害者のきょうだい児も多い（水内，2013)。健常
児を対象とした研究では，養育態度と生活充実感に直
接的な関連があることが示されているが（吉武，2012)，
同胞関係を介した関連，ダウン症きょうだい児の生活
充実感についての知見は，現在のところ見当たらない。
そこで，本研究では，思春期のダウン症きょうだい
児の親の養育態度，同胞関係，生活充実感について検
討する。そのうえで，養育態度と同胞関係および生活
充実感との関連，同胞関係を介した養育態度と生活充
実感の関連について検討する。
方法
対象
対象は，ダウン症児者を同胞にもつ中学生・高校生
およびその保護者54組（以下，ＤＳきょうだい児群お
よびＤＳ親群）と，健常児者を同胞にもつ中学生。高
校生およびその保護者104組である（以下，健常きょ
うだい児群および健常親群）であった。対象児の平均
年齢は，ＤＳきょうだい児群で14.8歳，健常きょうだ
い児群で15.1歳であった。性別は，ＤＳきょうだい児
群で男児22名，女児32名，健常きょうだい児群で男児
40名，女児64名であった。出生順はＤＳきょうだい児
－２０－
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群で対象児が年上32名，対象児が年下22名，健常きょ
うだい児群で対象児が年下56名，対象児が年下48名で
あった。
使用尺度
使用した尺度は，以下のものであった。
PＢＩ（Parental-BehaviorInventory）；Schludermann
(1988）によって開発され，小島（1969）によって邦
訳後，内海（2012）によって再確認された，親の養育
態度をみるための自己記入式の質問紙である。子ども
が回答するChild-ReportedPBI（CR-PBI）と親が
回答するParent-ReportedPBI（PR-PBI）の２種類
がある。全30項目，拒否一受容を表す「受容」１０項目，
行動統制の高低（きつい－ゆるい）を表す「確たる統
制」１０項目，気持ちや考えの統制の高低（統制一自律）
を表す「心理的統制」１０項目の３つの養育次元で構成
される。質問には４件法（よくあてはまる１点，やや
当てはまる２点，あまりあてはまらない３点，全くあ
てはまらない４点）で回答する。日本語版の信頼性，
妥当性は小島（1969）によって再確認されている。
SRO(SiblingRelationshipQuestionnaire）；Ｆｕｒｍａｎ
とBuhrmester（1991）により開発され，林（1997）
によって邦訳された，同胞関‘係をみるための自己記入
式の質問紙である。全38項目，自分と同胞のあたたか
い関係を表す「調和」２１項目，自分と同胞のどちらが
親に大事にされているかについての子どもの認知を表
す「親の偏向」５項目，同胞との勢力の張り合いを表
す「支配欲求」９項目，勢力的に同胞よりも劣勢であ
ることを表す「被支配」３項目の４つの下位尺度で構
成される。質問には５件法（全然ない１点，ほとんど
ない２点，たまにある３点，よくある４点，いつもあ
る５点）で回答する。日本語版の信頼性，妥当性は林
(1997）によって確認されている。
生活充実感尺度；高橋（2010）により開発された，青
年期の幸福感をみるための自己記入式の質問紙である。
11項目で構成される。質問を４件法（ぴったりあては
まる１点，だいたい当てはまる２点，あまりあてはま
らない３点，全くあてはまらない４点）で回答する。
信頼性と妥当性は高橋（2010）によって確認されてい
る。
手 順
ＤＳきょうだい児・親群はダウン症の親の会の協力
を得て2013年４月から７月に，健常きょうだい児・親
群はＡ県の私立中高一貫校の協力を得て2013年７月
に，質問紙調査を実施した。ＤＳきょうだい児群，健
常きょうだい児群はCR-PBI，ＳＲＱ，生活充実感尺度
に，ＤＳ親群，健常親群にはＰＲ－ＰＢＩに回答を求めた。
倫理的配慮
対象児は未成年のため，対象保護者へ依頼文書を通
じて子どもへの調査に同意を求め，その限りにおいて
子どもへ質問紙を手渡ししてほしい旨を明記した。対
象児，対象保護者いずれも，質問紙への回答をもって
同意を得たこととし，そのことを依頼文書に明記した。
依頼文書には，研究趣旨と回答したくない項目は回
答する必要がなく，途中で中止することも可能である
ことを明記した。回答は無記名で，個人が特定されな
いように配慮した。ただし，実施した４つの質問紙の
回答用紙の照会のために研究参加者識別コードを付し
た。回答された回答用紙は，回答内容が見られないよ
うに封をしてから返送用封筒に入れてもらうようにし
た。また，返送もしくは担任への提出においては個人
が特定されないようにした。
以上については，久留米大学御井学舎倫理委員会の
承認を得た。
結果
1．養育態度（表１）
CR-PBIについて，各下位尺度得点の中央値をカッ
トオフ値として高・低の２群に分け，ＤＳきょうだい
児・親群と健常きょうだい児・親群の割合の差を，
X2検定を用いて調べた。その結果，「心理的統制」
(Ｘ２(1,Ｎ＝158)＝5.913,ｐ＜､05）で有意差が見られた。
残差分析の結果，ＤＳきょうだい児群で，「心理的統
制」低群の割合が有意に多かった。
ＰＲ－ＰＢＩについて，ＣＲ－ＰＢＩと同様に％2検定を用い
て調べた結果，いずれの因子についても，両群で有意
差は見られなかった。
CR-PBI/PR-PBIについて，Symonds（1939）の
分類を適用し，ＰＢＩ「受容」の中央値以下を受容，超
過を拒否，ＰＢＩ「確たる統制」と「心理的統制」の合
計得点の中央値以下を干渉，超過を放,任とし，対象全
員の養育態度を４タイプ（受容一干渉，拒否一干渉，
受容一放任，拒否一放任）に分け，親子間でタイプが
同一の場合は一致，同一でない場合は不一致とした。
この分類による割合の差をx2検定を用いて調べた結
果，「養育タイプ」（％2(1,Ｎ＝158)＝5.269,ｐ＜,０５）
で有意差が見られた。残差分析の結果，ＤＳきょうだ
い児群で，「養育タイプ」一致群の割合が有意に多かっ
た。「養育タイプ」一致群で最も多かったのは受容一
放任タイプで，８８％（30/34組）を占めた。
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表１各尺度得点高低別の対象者の割合とｘ２値
思春期のダウン症きょうだい児の親の韮育態度一同胞関係および生活充実感との関連一
健常きょうだい児群
Ｘ２値
Ｎ＝1０４
ＤＳきょうだい児群
N=5４
CR-PBI/ＰＲ－ＰＢｌ
「養育タイプ」
ＣＲ－ＰＢＩ
「受容」
高
低
40(74.1%）
１４(25.9%）
71(68.3%）
0.329
33(31.7%）
44▽(42.3%）
５．２６９＊
60▲(57.7%）
56(53.8%）
48(46.2%）
29(53.7%）
25(46.3%）
局
低
｢確たる統制」 0．０２３
ＳＲＱ
「調和」
20▲(19.2%）
84▽(80.8%）
２▽（3.7%）
52▲(96.3%）
局
低
｢心理的統制」 ５．９１３＊
局
低
ＰＲ－ＰＢＩ
「受容」
89(85.6%）
０．１９３
１５(14.4%）
44(81.5%）
１０(18.5%）
局
低
高
低
78(75.0%）
26(25.0%）
34(63.0%）
20(37.0%）
局
低
｢確たる統制」 1.946
3.301＋
高
低
３（5.6%）
51(94.4%）
９（8.7%）
0.145
95(91.3%）
生活充実感尺度について，得点の中央値をカットオ
フ値として高・低の２群に分け，ＤＳきょうだい児群
と健常きょうだい児群の割合の差をx2検定を用いて
調べた。その結果，有意傾向が見られた（x2(1,Ｎ＝
158)＝3.528,ｐ＜,10)。残差分析の結果’ＤＳきょう
だい児群で，「生活充実感」高群の割合が有意に多かっ
た。
4．養育態度と同胞関係および生活充実感との関連
（表２，表３）
結果の２で，ＳＲＱ下位尺度の高・低でＤＳきょう
だい児群と健常きょうだい児群に有意差がみられ，
ＤＳきょうだい児群で割合が有意に多いことが示され
－２ ２－
｢支配欲求」
一致
不一致
１９(35.2%）
35(64.8%）
34▲(63.0%）
20▽(37.0%）
32(30.8%）
0.147
72(69.2%）
3．生活充実感（表１）
感尺度について，
43▲(79.6%）
11▽(20.4%）
54▽(51.9%）
１０．３７＊＊
50▲(48.1%）
2．同胞関係（表１）
ＳＲＱについて，下位尺度得点の中央値をカットオ
フ値として高・低の２群に分け，ＤＳきょうだい児群
と健常きょうだい児群の割合の差をx2検定を用いて
調べた。その結果．「調和」（％2(1,Ｎ＝158)＝10.37,
p＜､01）で有意差が見られた。残差分析の結果，ＤＳ
きょうだい児群で「調和」高群の割合が有意に多かっ
た。「親の偏向」（７６２(1,Ｎ＝158)＝3.301,ｐ＜・10)，
｢被支配」（X2(1,Ｎ＝158)＝3.371,ｐ＜､10)，で有意傾
向が見られた。残差分析の結果，ＤＳきょうだい児群
で，「親の偏向」高群の割合と「被支配」低群の割合
が，それぞれ有意に多かった。
**p<,01,＊p<､05,＋p＜・10，期待値に対して▲多い，▽少ない（残差分析,ｐ<､05）
｢親の偏向」
局
低
86▽(82.7%）
18▲(17.3%）
51▲(94.4%）
３▽（5.5%）
｢被支配」
高
低
48▲(46.2%）
3.371＋
56▽(53.8%）
73▽(70.2%）
3.529冊
31▲(29.8%）
局
低
生活充実感尺度
「生活充実感」 45▲(83.3%）
９▽(16.7%）
16▽(29.6%）
38▲(70.4%）
､Ｓきょうだい児群健常きょうだい児群
表２，Ｓきょうだい児群に特徴的な各群における養育態度の得点高低別の対象者割合とＸ2値
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ＤＳきょうだい児群健常きょうだい児群
ＳＲＱ
「調和｣高群
ＳＲＱ
「調和｣高群
Ｘ２値N＝4３ N＝5４
N＝4３
ＣＲ－ＰＢＩ
「心理的統制」
２（4.7%）
41(95.3%）
８(14.8%）
0.080
46(85.2%）
局
低
一致
不一致
｢親の偏向｣高群 N=5１ N＝8６
27(62.8%）
１６(37.2%）
ＣＲ－ＰＢＩ
「心理的統制」
２▽（3.9%）
49▲(96.1%）
１８▲(20.9%）
6.127＊
68▽(79.1％）
向
低
｢親の偏向｣高群
｢被支配｣低群 N＝5６Ｎ＝３８
Ｎ＝5１
高
低
０▽（0.0%）
38▲(100.0%）
７▲(12.5%）
3.479＋
49▽(87.5%）
ＣＲ－ＰＢＩ
「心理的統制」
37▽(43.0%）
5.187＊
49▲(57.0%）
生活充実感尺度
「生活充実感｣高群 N＝4５ N＝7３
33▲(64.7%）
18▽(35.3%）
１２▲(16.4%）
4.381＊
61▽(83.6%）
１▽（2-2%）
44Ａ(97.8%）
ＣＲ－ＰＢＩ
「心理的統制」
局
低
｢被支配｣低群
差が見られたＣＲ－ＰＢＩ「心理的統制」の高。低別，
CR-PBI/PR-PBI「養育タイプ」の一致・不一致別
のＤＳきょうだい児・親群と健常きょうだい児・親群
の割合の差を，Ｘ2検定を用いて調べた。その結果，
－２３－
た養育態度について，ＤＳきょうだい児群と健常きょ
うだい児群に有意差が見られた「調和」高群，「親の
偏向」高群，「被支配」低群において，結果の１でＤＳ
きょうだい児・親群と健常きょうだい児・親群に有意
OR-PBI/PR-PB1
「養育ﾀｲプ」
ｘ２値
N＝5４
**p<､01,＊p<､05,＋p＜､10,期待値に対して▲多い，▽少ない（残差分析,ｐ<､05）
31▲(689%）
14▽(31.1%）
35▽(47.9%）
4.141＊
38▲(52.1%）
24(44.4%）2.538
30(55.6%）
一致
不一致
CR-PBI/PR一PBI
「養育ﾀｲプ」
Ｎ＝４５ N=7３
N=8６
N=5６
CR-PBI/PR-PBI
「養育ﾀｲブ」
23(60.5%）
１５(39.5%）
一致
不一致
oR-PBI/PR-PBI
「養育ﾀｲ」
生活充実感尺度
「生活充実感｣高群
一致
不一致
N＝３８
26(60.0%）
0.631
26(60.0%）
５
９
３
４
Ｎ
Ｎ
表３ＤＳきょうだい児群に特徴的な養育態度と同胞関係における
生活充実感の得点高低別の対象者割合とFisherの正確確率検定結果
｢被支配」
健常きょうだい児群Ｎ=8４ＤＳきょうだい児群Ｎ=5２
ＣＲ－ＰＢＩ/ＰＲ－ＰＢＩ
「養育タイプ｣一致群内
｢生活充実感」｢生活充実感」
Ｎ＝３１
低ｐ値低ｐ値高 ］同
Ｎ＝1ｋ
ＣＲ－ＰＢＩ
「'心理的統制｣低群内 Ｎ＝６１ Ｎ＝2３N=８Ｎ＝4４
ＳＲＱ
「親の偏向」
18(78.3%）
0.758
５(21.7%）
50(82.0%）
１１(18.0%）
41(93.2%）
３（6.8%）
8(100.0%）
1.000
０（0.0%）
８
６
６
１
Ｎ
Ｎ
ＳＲＱ
「親の偏向」
９４
３
Ｎ
Ｎ
｜
巨
向
低
28(80.0%）
７(20.0%）
一
局
肝
嘩
28(45.9%）
33(54.1%）
14(31.8%）
30(68.2%）
１（12.5%）
0.412
７（87.5%）
７(30.4%）
0.225
16(69.6%）
５
７
１
３
Ｎ
Ｎ
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1．養育態度について
まず，ダウン症きょうだい児が評定した親の養育態
度（被養育態度）について，本結果では，「心理的統
制」の低い児の割合が健常きょうだい児と比較して有
意に多かった。すなわち，ダウン症きょうだい児は，
親から，自分の感情や考えを統制されていないと思っ
ている児が多いことが示された。また，「受容」「確た
る統制」については，健常きょうだい児と有意差がな
く，ダウン症きょうだい児の親が評定した養育態度の
｢受容」「確たる統制」「心理的統制」のいずれの態度
でも，有意差は見られなかった。このことから，ダウ
ン症きょうだい児の親は，きょうだい児に対して，ダ
ウン症児者を同胞にもつことで特別な養育態度をとっ
ているわけではないことが示唆された。さらに，子ど
PBI/PR-PBI「養育タイプ」一致群内について，ＤＳ
きょうだい児群と健常きょうだい児群に有意差または
有意傾向が見られ，ＣＲ－ＰＢＩ「心理的統制」低，ＣＲ‐
PBI/PR-PBI「養育タイプ」一致と関連が見られた
ＳＲＱ「親の偏向｣，「被支配」と「生活充実感」の高・
低別の割合の差を，ダウン症きょうだい児群，健常きょ
うだい児群別に，Fisherの正確確率検定を用いて調
べた。その結果，ＤＳきょうだい児群，健常きょうだ
い児群ともに，有意，有意傾向は見られなかった（表
3)。
－ ２４－
|N壁． N＝3５
11(35.5%）
20(64.5%）
０（0.0%）
3(100.0%）
古
向
に
』
16(45.7%）
19(54.3%）
30(96.8%）
１（3,2%）
3(100.0%）
1.000
０（0.0%）
9(69.2%）
0.458
4(30.8%）
N＝１１
N＝2３
N=３３
N＝１
７
１
３
１
Ｎ
Ｎ
N=２０
N=2８
｢被支配」
CR-PBI「心理的統制」では，「親の偏向」高群内
(X2(1,Ｎ＝137)＝6.127,ｐ＜､０５）に有意差，「被支配」
低群内（x2(1,Ｎ＝94)＝3.479,ｐ＜､10）に有意傾向が
見られた。残差分析の結果，どちらもＤＳきょうだい
児群で「心理的統制」低群の割合が有意に多かった。
CR-PBI/PR-PBI「養育タイプ」一致では，「親の偏
向」高群内（?６２(1,Ｎ＝137)＝5.187,ｐ＜､05）に有意
差が見られた。残差分析の結果，ＤＳきょうだい児群
で「養育タイプ」一致群の割合が有意に多かった。
結果の３で，生活充実感尺度の高・低でＤＳきょう
だい児群と健常きょうだい児群に有意差が見られ，
ＤＳきょうだい児群で割合が有意に多いことが示され
た「生活充実感」高群において，結果の１でＤＳきょ
うだい児群と健常きょうだい児群に有意差が見られた
CR-pBI「心理的統制」高・低別，CR-PBI/PR-PBI
｢養育タイプ」一致・不一致別のＤＳきょうだい児・
親群と健常きょうだい児・親群の割合の差を，％2検
定を用いて調べた。その結果，ＣＲ－ＰＢＩ「心理的統制」
(Ｘ２(1,Ｎ＝116)＝4141,ｐ＜､05)，CR-PBI/PR-PBI
｢養育タイプ」（７６２(1,Ｎ＝118)＝4.381,ｐ＜､05）とも
に，有意差が見られた。残差分析の結果，ＤＳきょう
だい児群では，「心理的統制」低群，「養育タイプ」一
致群の割合が有意に多かった（表2)。
結果のｌで，ＤＳきょうだい児群と健常きょうだい
児群に有意差が見られ，ＤＳきょうだい児群で有意に
割合の多かったＣＲ－ＰＢＩ「心理的統制」低群，ＣＲ‐
*★p<､０１，＊p＜,05,+ｐ＜,1０
4(30.8%）
0.512
9(69.2%）
0.535
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もと親のそれぞれが評定した養育態度から分類した養
育タイプの異同について，ダウン症きょうだい児とそ
の親では，一致した組の割合が，健常きょうだい児と
親の組と比較して有意に多く，「養育タイプ」一致群
で受容一放任タイプが88％を占めた。
松坂（2002）は，親子間の評定のずれは，しばしば
親子間の問題の程度を表し，ずれが大きい時には親子
関係に何らかの問題があり，また受容一放任タイプの
親は，子どもの意思を尊重し，子どもは親に大事にさ
れたと感じると指摘している。これを踏まえれば，本
研究は，ダウン症きょうだい児の親子間には健常きょ
うだい児の親子間に比して全体的に問題はないことを
示唆したものである。しかし，ダウン症きょうだい児
の親子関係を，本研究のように３観点で実証した研究
はこれまでにない。また藤井（2010）による，ダウン
症きょうだい児が親に遠慮したり気を遣ったりしてい
るといった実態報告もある。したがって，今後は，質
的な研究を含めて，報告の蓄積が望まれる。
2．同胞関係について
ダウン症きょうだい児からみたダウン症児者との同
胞関係について，本研究では，健常きょうだい児と比
較して，「調和」と「親の偏向」は高い割合が，「被支
配」は低い割合が多く，「支配欲求」には有意差がな
いという結果が得られた。
「調和」の高さについて本結果は，本研究と同様の，
6～18歳のダウン症きょうだい児を対象とした
Kaminsky（2001）の結果を支持するものである。ま
た，Ｆｉｓｍａｎ（1996）の８～16歳のダウン症きょうだ
い児と健常児の同胞関係の３年間にわたった観察でも，
ダウン症きょうだい児の同胞関係は思いやりがあると
報告している。これらのことから，思春期のダウン症
きょうだい児は，同胞関係を思いやりと仲の良さ，尊
敬，協同を有するあたたかい関係と捉えている児が多
いと言えよう。
「親の偏向」の高さと「被支配」の低さについて，
Kaminsky（2001）の結果では，健常きょうだい児群
と比較して有意差が認められていないが，本結果では，
ダウン症児者のほうが親から大事にされるが，勢力的
には劣っていないと思っているダウン症きょうだい児
が，健常きょうだい児より多いことが示された。同胞
関係の「親の偏向」に関連する親子関係について，
Skorko（2011）は，１２歳以上のダウン症きょうだい
児の12％が「親にかまってもらない」と思っている実
態を報告している。また，本研究と同じ尺度を用いた
Floyd（2009）の知的障害のきょうだい児と健常児と
の比較では，本結果と同様の結果が得られている。障
害児者のきょうだい児は，援助者の役割を有し
(Miller，1986)，知的障害児とそのきょうだい児の間
では，健常児同士の兄弟姉妹には見られない援助，教
示，指示が行われているとの報告もある（Brody，
1991,Stoneman，1991)。本結果は，このような障害
のあるきょうだいに対する援助関係を反映したもので
はないかと考える。いずれにしても，「親の偏向」に
ついては見解が一致しておらず，今後も検討が必要で
ある。
「支配欲求」について，本結果は，健常きょうだい
児との間で有意差はなかったが，Kaminsky（2001）
では，ダウン症きょうだい児が有意に低い。知的障害
児とそのきょうだい児の関わりを観察したStoneｍａｎ
(1987）でも，両者が力を張り合う場面は少なかった
ことが報告されているが，「支配欲求」についても，
さらに検討が必要である。
3．生活充実感について
ダウン症きょうだい児は健常きょうだい児と比較し
て，「生活充実感」が高い児の割合が有意に多い傾向
にあることが，本研究結果によって示された。ダウン
症きょうだい児の生活充実感に着目した研究は，現在
のところ見当たらない。生活充実感は心理的な支援に
おけるアウトカムとしても大切な視点であるため，今
後，知見の集積が必要である。
4．養育態度と，同胞関係および生活充実感との関連
について
本研究の結果，健常きょうだい児よりもダウン症きょ
うだい児に多く見られることが明らかになった養育態
度と同胞関係の特徴の中で，子どもからみた養育態度
の「心理的統制」の低さと同胞関係の「親の偏向」の
高さ，「被支配」の低さが，また親子での「養育タイ
プ」の一致の高さと同胞関係の「親の偏向」の高さが
関連することが示唆された。
先に述べたように，子どもから見た親の「心理的統
制」が低いということは，子どもにとっては，親から
心理的に統制されない，心理的自律を尊重されている
ということを意味すると思われる。また親子での「養
育タイプ」一致は，良好な親子関係に関連するという
指摘がある（松坂，2002)。また，「養育タイプ」一致
群で最も多かった受容一放任タイプの養育態度を受け
た子どもについて，Symonds（1939）は独立的にな
ると述べている。これらを前提に，本結果の同胞関係
の「親の偏向」の高さについて考えると，思春期のダ
ウン症きょうだい児は親がダウン症児者を自分よりも
－２５－
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大事にするのはある意味当然のこととして受け入れて
いることを意味するのではないかと思われる。同胞関
係の「被支配」の低さについても，自律を尊重された
思春期のダウン症きょうだい児は，ダウン症のきょう
だいとの間で勢力的な関係に関して劣っていると思う
ことはないということではないかと思われる。ただし，
林（1997）が，養育態度と同胞関係の関連について，
両者は密接に関係しており，親が安定した愛着関係を
提供しない，あるいはしなかったことや，親が子ども
によって異なる扱いをすることに子どもは敏感で，そ
のことで同胞に対して葛藤を抱くことがあり，これは
障害児をもつ家庭で特に強いようだと述べていること
からも，解釈は'慎重を要する。
また，健常きょうだい児よりもダウン症きょうだい
児に多く見られることが明らかになった養育態度と生
活充実感の特徴の中で，子どもからみた養育態度の
｢心理的統制」の低さと，親子での「養育タイプ」の
一致の高さが，それぞれ，「生活充実感」の高さと関
連することが示唆された。
子どもからみた養育態度の「心理的統制」の低さや，
親子で「養育タイプ」が受容一放任タイプで一致する
という，前述した養育態度は，思春期のダウン症きょ
うだい児にとって，生活に充実感をもたらす，望まし
い態度と言えるのではないかと考える。また，子ども
からみた親の「心理的統制」の低いダウン症きょうだ
い児において，同胞関係の「親の偏向」の高さや「被
支配」の低さと，「生活充実感」の高さの関連は示さ
れなかった。この結果は，健常きょうだい児において
も同様であった。吉武（2012）は生活満足と養育態度
が直接関連することを報告している。このことから，
思春期の子どもたちにとって，きょうだいがダウン症
であっても健常であっても,．これまで述べてきた養育
態度が同胞関係を介して生活充実感に影響するわけで
はないと思われる。
５．本研究のまとめと課題
本研究の結果，思春期のダウン症きょうだい児は，
親の養育態度，同胞関係および生活充実感に関して，
健常同士のきょうだいと比較して特に支援を要する特
異的な特徴はないことが示唆された。
本研究の対象のダウン症きょうだい児と保護者の５４
組については，使用した尺度の得点が正規分布を示さ
なかったので，統計学的検討において，得点値比較が
できなかった。したがって，今後は，対･象者数を増や
して量的研究を進めるとともに，質的に具体的な検討
を行っていくことが課題である。
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Thestudyaboutadolescentbrothersandsistersofpersonswith
Down'ｓSyndrome（DS）：theirparentalbehaviorandattitude，
siblingrelationshipwithDSpersｏｎ，andcomprehensive
emotionalwell-being．
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Abstract
Thisstudyaimdatinvestigatingthefeaturesofthesiblingrelationshipandcomprehensiveemotionalwell‐
beingaboutadolescentbrothersandsistersofpersonswithDown'ｓSyndrome（DS-siblings)，andexamjninp
whethertheirparentalbehaviorandattitudeaffecttotheirsiblingrelationshipandtheircomprehensiveemo-
tionalwell-beingornot，Parcipipantswere54adolescentbrotherorsister-motherpalrswithaｃｈｉｌｄｗｈｏｈａｓ
ＤＳ，andlO4brotherorsister-motherpaﾕrswithahealthychildascomparison，Brothersandsisterscompleted
SRQ，ComprehensiveEmotionalWell-beingScaleandCR-PBI，andmotherscompletedPR-PBI,Asaresultof
statisticalanalysis，DS-siblingwassignificantlyhighｅｒｉｎ℃ooperation"，ｔｅｎｄｔｏｂｅｌｏｗｅｒｉｎ‘‘Rivalryin
parents，affection”ａｎｄ“Controlbysibling”aboutthesiblingrelationship，ａｎｄｔｅｎｄｔｏｂｅｈｉｇｈｅｒｉｎｔｈｅｃｏｍ－
ｐｒｅhensiveemotionalwen-beingthancomparlson，andmothers,behaviorandattitudeof“Laxdiscipline”ａｎｄ
"Autonomy，，towardDS-siblingandtheagreementintypeofparentalbehaviorandattitudebetweenDS‐
sibling-motherpairrelatedtoDS-siblings，siblingrelationshipandcomprehensiveemotionalwell-being、lI1hese
resultsindicatesthatbrothersandsistersandmothersofpersonswithDown'ｓＳｙｎｄｒｏｍｅｄｏｎ，ｔｎｅｅｄｔｏｓｕｐ－
ｐｏｒｔａｎｄａｃｃｅｐｔｔｈｅｌｏｗ“Rivalryinparents，affection”aspositive．
Keywords：Ｄｏｗｎ'ｓSyndrome，brothersandsistersofpersonswitｈＤｏｗｎ，sSyndrome，parentalbehaviorand
attitude，siblingrelationship，comprehensiveemotionalwell-beinｇ
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